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争
&
象
謙
譲
位
み
も
返
い
。
子
供
ら
の
声
も
は
ず
む
A
中
練
中
ブ
ー
ん
で
V

開放校と利用獲爵

相模小学校!体育蕗lバレーボール、卓球

高原小学校i体育蕗jバレーボール、卓球、バトミントン
前進

軒爵できる富と鈴懸

月曜~金曜 18:00-21:00 
日曜と祝司 君:(国-l1 冊

車撞学技へIH込む
市内在住在勤者のfル同プb'
主で羽査持制

こ
の
二
十
一
白
か
ら
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
予
枇
わ
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
楽
し
い
夢
の
広
が
る
季
ナ
。

ζ
の
点
に
つ
い
て
市
図
書
館
で
は

節
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
殺
こ
と
り
ま
し
て
主
ま
こ
と
こ
愛
う
つ
な
挙
節
と
も
い
え
る
わ
「
夏
休
み
に
は
、
ふ
だ
ん
読
め
な
い
物

L

E

t

-

-

語
な
ど
を
一
じ
っ
く
り
読
ん
だ
D
、
祖
母
寸

げ
で
、
「
一
度
ぐ
ら
い
は
遠
山
山
を
し
な
い
こ
と
に
は
治
ま
る
ま
い
」
と
、
内
心
緩
や
か
で
な
い
お
父
さ
ん
で
の
譲
宅
歓
迎
で
7
0
ど
ん
な
本
を

も
お
い
で
か
と
患
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
で
も
、
子
供
に
と
り
ま
し
て
は
、
知
・
体
褐
街
で
夏
休
み
読
ん
だ
ら
よ
い
の
か
、
ど
ん
な
本
で
調

ば
大
事
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
か
ら
、
素
知
ら
む
開
閉
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
夏
休
み
の
実
践
活
動
ベ
た
や
ぷ
い
の
か
な

z
q
害
警
J
1

ナ
ー
を
詞
掃
し
で
〈
だ
さ
い
」
と
い
つ

を
す
す
め
る
上
で
の
参
考
に
と
、
二
、
一
一
一
市
内
の
う
ご
き
を
ご
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
@

て
い
ま
ナ
。
ま
た
、
博
物
館
で
は
「
博

1

j
寸
イ
イ
1
i
-
l
j
J

汗
し
て
い
ま
す
。
①

DYZ〈
な
る
で
さ
喜
丈
朝
寝
し
い
時
間
に
勉
強
物
館
由
一
番
大
き
な
特
高
震
が

市
灘
犠
騒
緊

hx巧
国
警
告
富
山
笠
呂
美
づ
か
い
が
懇
〈
な
る
、
③
夜
あ
ナ
宣
告
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。
係
見

PZき
と
で
す
。
例
え
ば
、
喜

同
事
同
署
員

j
Z
3
4
市
そ
び
支
出
が
き
な
る
ぷ
服
装
が
年
、
夏
休
み
に
あ
た
っ
て
各
学
校
で
に
つ
い
て
い
え
ば
、
写
真
や
誌
は
本

f
j
;
1
1
i
l
j
i
-
-

撃
に
な
る
。
⑤
く
ず
ち
L
E一
ー
ん
「
喜
み
の
く
ら
し
方
」
白
土
ナ
引
き
を
で
わ
か
り
ま
す
が
、
大
き
さ
や
土
の
感

夏
休
み
は
、
と
か
く
生
蕊
ち
不
規
則
、
i

や
ロ
上
フ
1
ス
ル
ー
あ
そ
び
を
し
な
災
や
コ
I
一
フ
の
民
主
侶
な
ど
が
多
く
な
保
讃
事
あ
て
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
じ
な
ど
は
実
物
で
な
い
と
わ
か
り
ま
せ

と
な
り
が
ち
で
す
。
そ
ご
で
、
市
教
番
い
な
ど
、
強
つ
か
の
注
怠
点
を
挙
げ
て
る
な
ど
で
す
。
と
れ
ら
を
ぜ
5
4世
弘
ち
に
し
て
く
だ
さ
ん
。
ま
た
仔
事
に
参
ι

加
す
れ
ば
土
器
を

で
は
ゆ
る
み
が
ち
な
麦
休
み
白
生
需
に
い
ま
す
。
と
の
よ
っ
に
、
官
民
杭
ろ
は
牛
括
行
動
い
。
こ
の
手
引
き
の
中
に
、
「
本
在
日
分
で
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
、

五
し
た
指
導
を
し
て
い

ζ
2、
夏
に
多
い
非
望
者
な
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
き
さ
ん
読
も
う
」
な
ど
も
あ
主
主
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
妻
。

ぷ

・

申

学

校

児

蓮

宗

世

指

導

担

当

主

も

い

え

ま

す

が

、

善

惑

を

盈

マ

び

と

る

?

コ

マ

1
4
1
jト
t
i
h
t
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J

害

言

語

し

ム

ロ

い

を

す

す

め

行

の

芽

ば

え

宅

、

ま

た

と

な

い

雲

で

も

あ

長

一

撃

記

事

襲

撃

愛

一

日
一
つ
の
大
き
な
芭
標
裏
め
ま
し
だ
芳
、
高
淳
一
、
中
主
の
非
行
間
す
か
ら
、
部
門
に
こ
語
ら
な
い
き

4

会宙開
d
g

主
義
務
品
期
金
笹
吋

安
全
楢
議
自
徹
崖
と
校
外
空
耳
目
指
揮
の
窓
は
、
市
内
に
も
事
例
が
出
て
き
て
い
設
定
ゃ
活
動
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ス

v
t
t
L
d手
4
1ゃ
tプ
?
亀
吋

Ftψ
手

4
1》

徹
底
の
二
つ
が
そ
れ
で
一
7
0
一
つ
め
の
ま
す
。
{
ま
さ
か
っ
ち
り
f
T

が
」
と
い
ボ
I
Y夜
通
し
て
昨
年
間
指
導
、
社
会
的
と
?
に
忍
で
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
講
導
部
担
、
い
わ
ゆ
多
選
管
A
ょ
う
前
に
、
次
白
よ
五
つ
な
前
兆
彩
、
法
華
ヲ
マ
ナ
ー
と
い
っ
た
面
に
ま
で
も
効
果
を

E
々
高
ま
っ
て
呈
し
い
る
わ
け
で
一
7

カ
ナ
ヅ
チ
ッ

の
問
題
で
す
3

「
鮪
事
故
で
夏
ヂ
通
一
そ
る
よ
玉
、
市
白
青
少
年
相
談
宰
で
は
警
あ
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
7
9

が
、
市
教
長
で
も
こ
れ
に
こ
た
え
て
、

う
」
失
言
一
土
臼
か
ら
八
月
二
弓

1
1
1
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こ
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し
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部

に

喜
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官

れ
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す

?
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E
二

冠

襲

警

ベ
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毒

五

一

中

学

校

長

指

定

枝

と

し

て

葬

的

り

広

く

と

い

品

ら

い

可

テ

ス

ト

的

も
隠
速
さ
せ
て
、
子
宮
事
敢
に
十
分
，
i
t
-
t
i
t
i
-
;
J
1
5
1
H

に
ス
占

1ト
さ
せ
た
白
を
か
わ
き
D

に
中
原
中
学
校
の
ブ
I
ん
を
関
款
し
℃

白
骨
向
け
て
い
と
う
と
い
う
も
の
で
と
う
し
た
生
活
指
導
菌
に
萌
え
て
、
度
じ
っ
く
り
且
砕
い
て
調
べ
て
み
る
な
ど
に
、
そ
の
後
順
次
壌
や
し
て
き
だ
わ
け
水
泳
教
集
岩
間
〈
ζ
と
に
し
ま
し
ゃ
弓

ナ
。
子
供
向
自
転
車
は
特
に
窪
認
を
要
も
っ
と
も
基
本
的
な
晶
子
期
目
罷
で
の
な
家
で
す
。
一
一
一
つ
め
は
、
「
学
習
む
漫
れ
を
で
す
が
、
去
る
七
月
}
日
か
ら
ほ
、
更
と
の
教
室
は
一
、
前
期
が
八
月
五
日
か
ら

し
ま
す
。
曲
り
角
で
止
ま
ら
な
い
、
子
廷
の
取
り
組
み
方
で
す
が
、
と
れ
は
や
取
り
…
一
民
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
拘
任
に
山
城
中
学
校
、
城
島
、
相
模
、
南
原
八
日
ま
で
、
後
期
が
八
月
九
日
か
ら
十

供
だ
け
の
遠
葉
り
な
E
敢
に
慎
ま
せ
で
は
り
学
校
で
ぽ
で
き
な
か
っ
た
ζ
と
島
一
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
る
か
と
の
小
学
校
を
こ
れ
に
加
え
、
市
内
の
一
関
一
一
百
(
十
日
を
除
可
〉
ま
壱
で
、
対
象

ぞ
だ
さ
い
。
ま
た
、
夏
休
み
は
水
泳
の
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ζ
と
で
す
。
ボ
J

思
い
章
ず
か
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
数
放
授
は
全
部
一
で
一
一
十
校
に
な
D
ま
し
は
前
期
可
能
期
い
ず
れ
も
呼
前
の
向
か

ジ
I
ズ
ン
で
7
3
水
白
事
担
に
も
十
分
ジ
ト
と
じ
て
…
ニ
つ
ほ
ど
あ
2

芸品
7
0
逢
斜
書
を
も
三
度
や
め
〆
魔
し
て
み
る
こ
だ
乙
の
開
放
校
白
羽
判
討
も
年
々
非
常
小
学
校
一
年
か
民
自
年
、
午
挫
の
部
が

な
注
誼
を
し
た
い
も
白
で
7
3
一
一
つ
め
ず
、
「
書
く
、
作
る
」
と
い
う
ζ
と
で
と
も
大
切
で
す
。
「
宰
一
え
よ
り
今
も
む
し
に
墳
え
て
い
ま
す
。
年
間
で
二
百
七
十
小
学
校
五
年
か
ら
中
学
一
一
一
年
で
、
定
員

の
校
外
壁
藷
指
議
は
、
校
外
生
活
の
き
ず
。
い
つ
も
よ
め
長
目
白
作
文
そ
書
い
ろ
そ
白
過
程
を
大
事
に
i
」
と
い
ヨ
の
五
日
も
使
わ
れ
て
い
る
と
に
ろ
も
あ
は
1

名
コ
ー
ス
共
に
百
五
十
名
、
先
議

ま
h
u
を
正
し
く
守
っ
て
、
よ
い
生
活
を
て
み
る
と
か
、
て
作
や
創
意
工
夫
な
ど
が
、
子
供
き
ん
の
力
を
つ
け
る
在
道
で
b
ま
す
a

大
変
繋
ば
し
い
こ
と
な
の
で
頗
と
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
七
月

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
‘
ま
ず
、
午
後
を
通
し
て
、
つ
〈
D
出
す
体
験
を
し
て
す
。
す
が
、
そ
の
反
語
、
心
記
も
ふ
え
て
き
ま
十
八
日
か
ら
二
十
日
(
午
前
九
時
か
ら

喜

四

十

五

分

量

量

雲

箇

に

掃

み

る

な

ど

を

告

で

す

。

二

つ

め

と

朝

の

勉

強

を

し

た

1

害
ン
や
た
ば
ζ

の
吸
い
が
る
午
後
五
時
五
言
語
重
重

宅
ず
る
@
小
学
生
は
名
札
夜
、
中
学
空
し
て
は
、
「
観
察
、
記
録
」
が
あ
り
ま
持
の
後
始
末
が
司
法
主
で
な
い
と
い
う
こ
と
内
悼
青
諜
に
お
申
ん
込
本
く
だ
さ
い
@

壁

撃

害

訴

持

す

る

。

行

主

や

す

。

室

、

星

の

喜

言

論

ベ

て

記

習

慣

づ

け

る

で

ず

。

旧

議

会

議

警

の

場

で

あ

き

て

、

ζ
の
古
皇
室

J
E
2
4

鰐
弔
時
刻
聖
家
族
に
告
吊
り
さ
せ
苧
よ
ジ
録
す
る
。
朝
顔
な
ど
噛
物
む
成
長
老
親
長
い
よ
う
玄
煩
い
の
が
及
体
み
で
り
ま
ず
か
ら
、
そ
れ
争
も
十
分
一
認
識
吉
成
果
が
あ
が
る
で
し
ょ
う
か
、
高
し
w

申

し
つ
け
る
。
道
路
で
ロ
1
3
1只
ケ
]
祭
7
品
。
住
ん
で
い
る
地
域
を
も
ラ
一
ず
。
子
供
さ
ん
自
身
に
学
習
計
幽
を
立
れ
で
お
使
い
い
た
戸
と
よ
ゑ
相
闘
い
し
で
す
。

町一
色 U'

4月、真ことに開題したレジヤ」菜障は青物でい
っぱい。今月は、初収穫の喜びを消費生活モニ点
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平
塚
市
の
市
政
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
体
に
、
用
開
や
間
同
の
支

出
金
、
競
輪
事
業
の
収
談
金
、
士
巾
債
(
市
の
借
入
金
〉
な
ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

収
入
が
ど
の
位
の
額
に
な
れ
ソ
、
ど
の
よ
う
な
活
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
『
旦
京
気
の
凶
復

が
遅
れ
て
、
地
方
財
政
も
影
響
を
受
け
て
い
る
そ
う
だ
が
、
私
た
ち
の
伎
む
町
の
財
政
運
営
は
ど

う
な
ん
だ
ろ
う
i
』
。
こ
う
し
た
、
み
な
さ
ん
の
心
街
に
答
え
右
た
め
、
年
一
一
回
一
「
財
政
状
況
の
公

表
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
の
条
例
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
、
今
間
出
は
昭
和
五
十
一
年
度
下

半
期
(
昨
年
十
月
か
ら
今
年
一
ニ
月
ま
で
〉
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。

「

」回目

九
十
二
億
五
千
五
百
問
問
万
河
に
、
九
万

以
降
二
十
四
臨
時
四
千
八
百
九
十
方
向
を

60 

40 

30 

20 

10 

% 

200 

い

昭和51年度一般会計歳入予算
仁単位万円〉

予算額 構成比

1. 096. 742 50. 5冊
15.544 0.1 
5.985 0.3 
21.111 1.0 
1.283 0.1 
2.782 0.1 
12.656 0.6 
35.560 1.6 
281. 443 13. 0 
48.721 2.3 
14.962 0.1 
2.750 0.1 
32.565 1.5 
399. 108 18.4 
198.250 9.1 
932 0.0 

2. 170. 394 100.0 

款別

市税

地方議与税

娯楽描設利用税交付金

自動車取縛続交付金

地方交付税

交通安全赤土構特別交付金

分担金及び負担金

使用棋及ぴ手数軒

E露庫支出金
県支出金

員オ醸収入

寄付金

親越金

諸収入

用慣

輯入金

韻入合計

(5鈴'3月31日現在〉
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j 筈見
良竜

昭
和
五
十
一
年
度
病
院
事
業
の
下
期

(
ゆ
月
1
白
1
3月
沼
田
)
の
業
務
内

容
を
お
知
ら
セ
し
ょ
ョ

昭和51年度一般会計歳出予算
C単位万円〉

予聾額 構成比

26.033 1.2 
250.自46 11.6 
350. 646 16.2 
230. 699 10.6 
12.565 0.6 
39.416 1.8 
27.114 1.2 
453. 158 20. 9 
81. 370 3，7 
456，673 21. 0 
122.926 5.1 
75.701 3.5 
42.379 2.0 
768 0.0 

2. 170. 394 100.0 

款 :;;u
議会襲

職務費

民生費

構生壁

骨動費

農林水産業費

留ユ:費
志木費

消防費

教育費

位債費

諸支出金

予蝿韓

災害復旧費

歳出合計

中
限
が
借
金
し
て
い
る
新
聞
(
市
僚
)

(
四
品
年

3
月
末
現
在
M

叩

察民相談窓/滋南地区行政センター雷ぐ22)2711 
<>法樺椙盟毎月第2第 3金曜尽 13時-1師寺〈受付8時半、埼
話でも可コモ自他、長室月教育相談、交通事故相談、内職相談、

高齢者職業本宮談者行っています.

<>県市合間相詰 7月228 13時-18時 平援車問北口交番前
E相談は法樟結談、教育相談・交通事故相談、県政、市政一
般相談なと〉

福祉会室宮内相談室哲(33)忽33

・毎週月掴日く揮5控除ぐ)13時-15t時
・平日、百時-15時30分ー常設
・平白、 2時-16時・常設

高齢者職業相談ー甲日書時30分-1出時・常設
結婚相談・銭週日種目10時-16時

市民栴談室/市役所管(23)1111 

}般品種相談・ 8月 9臼 E火漉日〉・ 13時-16時 人敢に自民国がある
へ揮法曹相談・ 8月 68(土周回〉・ 13時-16時
庁政苦情相談・ 8.Fl6日〈土曜日〉・ 13時-16時
鷲記相讃・ 8月12日 E金輔自〉・ 13時-16時
宅地建物相談・ 7.Fl26臼 C火曜日〉・ 13時-16時 人数に徴J際がある
住宅相談， 7月19日〈火輔自〉・ 13時-16時
高羽考案仁特許〉相談， 8.Fl8臼 ζ月曜日) .10時---15時
下請取引巡回あっせん・ 7月218(木鴻隠〉・ 13時-16時

i常費生活将滋炎・毎週水曙8.10時-15時

ヱ少年相談・平目、 g時-16時・常設 E青少部課〉
⑫交i車事故祖談銭週月溜臼 .10時-16時場所交通安全協会内

令教育摺談・汚輔自~金属盟8.骨密寺-15時教育車問所相謬控室

一
民受付はお宮談開抽時間から
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。
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催
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。
古
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あ
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ず
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と
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と
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わ
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台
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友
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台
が
日
ま
や
平
壇
市
と
七
夕
雫
D
は
切
っ

τ
い
。
開
催
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西
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す
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ら
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潤
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。
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。
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。
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。
ま
た
、
最
・
0

・
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に
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箆
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片
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常
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民

ま
た
、

エ>18<

濁定資重量税・若宮市計酒税の第2綴分の紡期iま3月1Bです

。とき7fl29日(会〕
• 10時30分-12時須賀会民指、花水自治会舘
・13時30分-15時 富富士見主主良重官、諏訪町金主宮



大罪事j蕊街実態E理主差・衛庖実態員調査
@草月 88~128、 22 臼 ~26沼会商活余

白ヒヤ.!):'/グ調査と各商腐の個別調査で、

専門白中小企業診断土70'直接あたる。
1;(翁}売業実態調変
• B月富島配布、 12問題収アンケ」ト方
式で、資本金、従業員数、取白引き商品、

取b扱い地域等音調査する。

公家庭糞い物調変
勾 9fl5 臼~9 日 中学1年生を持てコ家庭
自主帰を対象に、品毘別¢購入先、閥沼街

に対する梧翠、平瞳にほGいお尽等具体的
に聞く。

女王晃土産診滋
• 10月 78~9 臼 通行量、入百客調査、

みなさんの英知と夢を集めて

f交通安全都市神奈JIIJを築きあ
げ、未来につなげていこうと願い

をこめて、交通アイディアを募集

することになった。あなたもふる

ってご応募を。

アイディ

中内容募集の趣旨に沿った建設的なもの。

ピジョンでもよいが、単なる要望、陳情、

批判的なものは対象としない。

。募集期間 7 月 21 自 ~8 月初日

く〉応、専の方法官製はがきに記入。はがき1
枚にアイディア 1件。住所、民名、職業、
年齢をJ忘れずに。

く〉応募先干 231 横民市中区日本大通II
神奈ジ11県交通安全対韻護

3 

変
の
愚
物
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花
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合
軍
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密
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て
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る
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え
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憤
物
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友
白
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こ
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遊
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な
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思
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に
す
る
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れ
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な
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多
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最
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謀
役

白
点
に
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し
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な
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気
象
状
潟
な
ど
塗
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え
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風
時
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花
火
遁
ぴ
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し
な
い
ロ

音
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
。

古
商
品
白
P
注
意
哨
FYH

を
守
会
フ
。

古
た
〈
さ
ん
の
弔
火
に
一
一
度
に
火
を

つ
け
る
こ
と
は
や
め
主
弓

口
火
薬
類
は
ほ
守
し
て
遊
ば
な
い
a

会
消
火
用
水
、
ば
げ
つ
な
ど
塁
れ

』

ι~用
意
し
、
後
始
末
を
完
全
に

し
よ
ラ
。

き 7月30沼
雨天のときは7月318(8コ

午後7善寺30分打ち上げ罪需給

ところ

注意 金掲の周辺は交ぜ霊規

制が行われるので、大変混

雑する。パスでおでかげを。

議長豊 平塚市観光協会

(若者商務来〉

外E護人登録怒号男撃
の切ザ餐えは…日

夕本塁雪人登録法第11'英第
1演に想定する讃議議事
項縫認申請がBJll尽
から11月にかけて集中
的に行われる。競間中

に切D替えが必要答な方

はお忘れなく。

窓口市民草案

E L23・1111

指定された月!こ

印鑑護録帰Ul室が基討つD
Eゴ銭登録誌を交付して
いるむで、 g月初日ま
でに印鑑主主持参して申

誇噴き。

7Jヲ 浜岳中学校区騎
S月江線中学区校域
gJl 大洋中学校区 A

X土曜日は大変j毘み合
い時間がかかるの守、

iまzかのお!こ手続害者。



県動物保護セン点」では捨て犬による野犬呂

場加と犬による危容を防くザ乙め、不用犬四巡回

収容を行っている傘当日犬在だされる方は印

鑑、犬騒札、注射器年票およぴ愛丈苧櫨を持番1し
ていただきたい。なお、収容車の侍留時間は5
分間なので早めにおでかけを。

今汚のi授容滋 7月27認(水〉
申コースと時間

10: 00 吉沢公民館 13: 45 神田公民館
10: 15 丸 公民館 14: 00 真土公民館
10: 30 御殿会館 14: 1吉東中原公民館
10: 40 富士見公民館 14: 20 盛田公民主宮
10: 55 花木公民館 14: 30 誠島公民銭
11 : 05 須賀公民館 14: 50 金田公民設宮
11 : 15 松原公民貧富 15: 05 開路公民館
11 : 25 県合同庁舎前 15:20 金回公民館
11 : 40 1日四之宮公民館

雨天中止

7)見ヨ併会1111/1削i羽山州州州州!村叩山州側州11叩川山州11問山削11出似11出11削111間1111山州州州11制山削州H出川附i打出山11出111討1111111111出11111111日i山1111即11似1111山1111削l日11山!自出j立i 

と窓 7月l口7溺〈潟〉
集会場所:;p:域統改札口続キ議 8~寺

:コース
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叫
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蒋
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光
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滝
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。
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叩
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。
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あ
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。
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。
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作
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小
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女身近なスポーツ・ J~-)"教室
フ!)テエス、エスキーテェス、バスク';

h ピンポンなど白ノレ}ノレと実j際
ー 7Jl24B (B)午前10時から12時
.青少年・ー殻30人を対室長

食事芝休み楽焼教室主
一一一親子でつ〈ろう楽しい焼物一一一

• 7月24B午後1時から4時まで。
・対象は小苧''1'とそむ親50入。ただし、材購
費として50出IJかかる。

ヲ骨3重体みマンガ験商劇場
・よ醗映在理「花の吉村と添人プヒちJ rモチモ
チの?にJ rさるかにj
・8月20B(土) 1 回目(10:時3俗ま~12時〉
2 回目 05時~16時30分〉

・小中学生を対象各自100人回保護者の方もとき
一緒にどうぞa
山川川山凶

レポート募集内容ボラジテ
/.，，-.......... イアに潟ずる活

動由記録や感線、考えなどを 4∞字詰
原稿用紙5劇以内にまとめる。
摘め切t:l 8月10日までに平壇青少牢会
館へ提出する。なお、詳しいことは会館へ……M…川…川均……
会昨館自毎週月曜日

食料用の仕方犠話または直接会館へ曲し込

篭話 (32)7029 

期間 7月21日C木)~ 8 Jl30日C火〉
ム貸出主主・重参考コーナー俗学寝室

火~金曜日 9時~17時50分

ゴニ・日曜臼 9時、.16時50，仕
ムζεも室
火~臼曜日 百時~16時分

大耳央E盟会 10時と14時
。7月24臼仁臼〉
「二宮者の詩J カラ- 1時間40分
翁』月21臼亡日〉
• r男はつらいよ・寅次郎相合い傘j
麗美情/浅丘ノレ!)二子 力三ラー 1時間31分

会こども挟商会10時と14時
• 7月17臼 (B)
• r軍基美の轟白動物たち」
さとJ カラー45分
・8月 78(8) 仁新着映盟主紹介〉
「動物討すの消防士J r火事由とき地震の
とき吉る7刊こJ 刀ラー l時間

@呂月14沼〈日〉
f南海白漂流j カラー

*レコー F②コンサー

「ノ宅ジ夕、のふる

。申し込み 7月31日までに往復はがきで捧
物館へ。

会地震「員化石在調べよう」

。7月初日〈木〉、 29B (金〉、 8月3臼
α。午前9時~午後3時まで@
。場所大磯羽虫様、博物証ほと

。対象 中今訂主以上3C人
。申し込み 7月20臼までに博物館へ。

女草木で染めよう 体験シ旦」ズ14
身近な植物音便って小さな布をいろいろな

色に漁める。

o 8月27臼仁士コ午前IC時~午後3時
。申し込み 8月15日までに往復はがきで博

物館へ。対象は小学校4年以上30入。

決還を見る会
双眼鏑や望遠鏡在使って二重墨の観察a

。8月23B(火〉午後6時~
。申し込み 8 Jll3臼までに
物愛官へ。 30入、ノj恰詳生以上は父兄慣伴。

安天文議沼会一塁の一定一
星の誕生から死まで在、スヨイ R等をおD
まぜて解説する。

o 8 月 12日と金〉午後 2時~3時半
。場所プラホタ!)!Yム室

。申し込み中今性以上白方が対象で、往復

111111111111文学11111111111
異型の白昼 轟村語←

暗い流れ 和閏芳恵

若き怒静 井上靖

女たち白雲宮 古井由宮

沢五郊の事秋 抱強E三太郎

近江商人 邦光史郎

百戦吉勝 棋山三郎

道化たち白i思湯 多岐Ji1恭

許謹士パイロン っかζ うへい

失役 ロパート・パーカ日

回中光二

居村卓

特急ひば!J4号 斎藤栄

牙E神位界 半村民

海白向ζ うで戦争が始まる 村上蓄量

111111111111ノンフィクション!日111111111
盈坂幻想 水上勉

王子A 五々 谷111控3本部
溜ぞ愛する男男の沼 矢口純

地球のなぞをさぐる 大塩道男

llJあればζ そと 渡辺公平

電気の霞史 関英男

女の生き方 北恭子

自由へ田署警告 ジノレジェニ-yィy
どうなとなれ 富士正晴

抽れる24識 下草暁子地

ア!)パイのない女 王室樹静子

放摂貴摂 永瀬義節

目本白地F移 民星誕平

星古典好日 野氏抱影

自分をと知る法 南博

草野球耳鳴法 草野球狂全編

サラl)-マY新時代 朝日新関社

日本人 グレゴlJ・クラ』ク

越後啓女唄冬の旅 村上籍士子

美しき繭 黒井千次

111111111111 ~設縫'生活111111111111
紙む謡 山本町

士のしい臼曜工作襲 公演士開

最新8ミl)映画入門 士山忠誠

世界白逸品カタログ

生活のおしゃれ編主婦と生活社

圏沼の12か月 久楳国浩

強い子音育てる栄養と免物

I1 鶴田路
掘江泰子他

ヲ軽自菌研究栂談会
夏休み白自由;研究についていろいろな質問

を受ける臼を作る。テ』マは決まったが、ど

うやって調べたらよいかわからない方、設本

白名高11がわからなくて図っている方、奮つて
な婁加を。

官 7月278(ホコ 社会制J関偶〈孝古、歴史
民楢など〉

古 8月20段ぐ土コ 環軒間保r動植物、地質〉
。時聞いずれも午前10時から午後3時まで

玲騒然観察入門講座

食生物「つる植物白鶴曜J
o 8月 9日ぴ0 、11日仁木コ、 19臼〈金〉
。時間は午前 9時~午後3時まで
。境庁r 吉沢方言昔、

。封書喪

60分

民



。予防接穣1;:必婆なもの
①陵子健康苧幡仁転入した入は!日住

拐で使'τていた母子鑓鹿苧頓〉

〈畳間診禦〈ζむ禦は4、ず霊安で吉乙入し
て悼温を澱定してきでくださいコ

o予!功接種を受けられない人
①予防接種を受けて1週照たってい
なL人。②はしか、 BCG、盤宜、小
児マヒ生ヲクは、それぞれ1か月以
ょの関婦をおかないと畳けられませ

ん。①その?也有熱患者、
小宮
ζみや

古住所 岡村6347 日産工機掛式
合社にお勤めり小宮伸ーさん

歳〉とふみ子さん(28歳〉の次
主耳夜10か月半で身長88'7苧、樟
重量8・3九、 51年 8月288生まれ。
麻紀ちゃんは、乙のとζ ろカぜ

をひいて1か月以上も医者にかか
っている。取材に行った日もとEき
げんななめで、お姉ちゃんのかわ

いい恵葺ちゃん (3識〉が~生懸

命笑わせてくれたけれど、おすま

しの顔になってしまった。

仁三種混合予妨接喜重〉

毎月実施しています。受けやすい

晶壌でお受けください。

鏑対艶. (第 1期)-3回受ける@
生睦24か月から48か月まで由幼
児。(接種間痛は2窃 3屈とも3
鑓鶴から8週間〉
E第 2期)-1回受ける。

第 1期目3自白i:;f終ってから12か
月-18かJ'lまでの廟聞に受ける@
48か月までに第2閣を完了するり
が望ましい。

原帯1期が終了して第2期の接種を
していないえ品巴は72か月まで受け
られる Cただし66か月-72か月四
幼児はジフテ!)ア、lilIi摸風百二種

君主合〉

欝時間・ 13時3C分-15崎まで。ただ
し京印白金土創立14時-15時
[7月E

青少年映画‘劇場

く〉とき 7Jl24沼(箆〉
午前B時-IC時

o題名ロッキー
。ところ 中央劇場
<>輯金大人も小人も 10C円

0$し込み資格
小学生2年以と

。締め切り

8月158

0$し込み先
"腎少卑謀 C篭23・1111)

令応募先 市役所青少年課
育成時干254揖関宿J9の1
TEL (23コ11 1 1 

φ締め切ザ 9月10臼

• 13時-14時まで

3か月児鍵診3
8月 5日 52母 4月 1自-10日主主
邑月128 52年 4J'l118-20日空
8 Yl198 52'年4月21日-30白星三

[3歳児健診3
S月4日 49'手6月 1日-10臼主主
8月18臼 49年 5月11日-20日昼
8月25沼 4S惇 6月218-30日主主

生後10か月から12か月まで白蔀ち
ゃんが受ける健診です.受診できる

霊長療機関が綬られます。〈わしいこ

とは保健所におたずね〈ださい。

〈診査由通矢口を受け取ってない方

は、県健所』こ取lJに来てください〉

8月中に満1麓になるお子さんを

対室長に母子歯斜教室を開催します@

呂時 8月12日 13時30分から
場所平埋保健所

〈母子健麗宇蝦と筆記用具持夢〉
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φ私の提言 テ}マは①菅少年を健やかに育てるため

に③限るい霊祭庭・明るい地域づく Eフ白ため由「あい
さつj について
。資格 26揖以上の市内に在住在勤の方
<>応募方法 400字づめの原稿用紙3枚以内に黒イン
クまたは黒ボ日ノレベシで書く

φ生活作文テーマは①夢Z生きがい③私と地域社会
と白腫れ合い④青年団体活動の捧験者過し

や資格高校生以上23歳までの方〈在住、
。応募方法私の提言書と同じ

⑫標語テーマは、小学生がa:仲よし③たのしい家庭、

<>費格

。応募方法 1人 2点ままで
φポスター テ』マは、 f子ども大金」でオミス占ーの

思案

。資格小学校l年長から3年生まで
。応募方法 @一人1点窃タテ38宇、ヨコ36.5学の部
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の
六
自
治
会
で
二
千
二
百
六
十
位

卸

W
O
手

あ
り
が
と
う

韓
首
銀
チ
ャ
立
ナ
ィ
パ
ザ
i

六
月
二
十
六
日
符
わ
れ
た
長
経
銀

一
行
主
催
に
よ
る
パ
ザ
ー
は
、
み
な
さ

ん
m
日
協
力
に
よ
D
ヘ
万
む
手
八
百
一
一

十
一
円
の
益
金
を
上
げ
る
こ
し
し
が
で

き一た
ι

色
協
力
あ
り
が
と
玄
つ
む
ざ
い
ま
す
@

印鑑議録{立望月までに

平
岡
概
市
写
実
公
算
設
は
、

月
二
十
九
自
審
軍
部
川
行
わ
ふ

高
か
也
広
ま
っ
た
。
〈
敬
称
略
V

マ
最
髄
秀
作
品
構
(
平
写
産
会
議
費
)

「
孤
独
」
柏
木
和
夫
(
戸
器
区
)

県
知
署
員
山
口
敏
雄
(
真
士J
〉

省
首
賞
与
雀
郎
(
茅
ケ
崎
)

議
官
耳
貫
一
一
蒲
貞
幸
(
尋
問
捕
)

教
育
委
員
会
費
面
白
彰
(
南
厳
)

文
也
選
鰻
簡
坪
内
敬
〈
大
相
〉

マ
特
別
賞
只
八
廿
針
朗
(
岡
崎
〉
、
梅

沢
直
長
(
長
持
)

マ
特
選
山
田
セ
Y
〈
什
何
回
町
〉
、

北
原
連
〈
豊
原
町
〉

つ
いよいよ互の三ノーズY。践に行

ったときは、次のことに在意しよ

う。

神奈川県白沿岸には、共同漁業

権が設定されてお!h鰐よ望者でな
い人が、ア3ピ、サザエ、海軍
類を取ることは権利の侵害とな

る。また、神ず首l限海箇終決調主主

恥 規艮日で次のことを禁止しているa

¥:¥¥%;ノ 1、水出銃を使用するとと。
/" 2、アクアヨング等のi宮本器具を

引 J 使ってポE量動植物をとるζ と。

. u:1 3、いそがねや水中眼鏡を使って
"'J 郡 水産物時物をとるζ と。

4、 トロ ~_l)/グどを行う ζ と。

関崎台地の東西聞酒5l1I

ろには、臼J合]11持ヰ鈴!iiとともに滑

に流れ、金日lilfこ注いでいたもの

と思オつれます。

このような深い谷は、河川の侵

宜によって作られたのでは決して

な〈、丸島の台池の西掃を区切る

大断層によって平野部が沈降した

ためと考えられます。この蹄壊の

証拠として、前に述べた吉沢樹立

との埋没した谷に向かつて主主静毛~

でもぐ担、府層を境として伊勢鼠

台地と最大20mのくいちがいをお

こしています。

乙の断層は市くから伊勢原新濁

と名付けられておD、耳L呼沢の地

質帯造を区切る大構造組 C牧馬~

臨ケ谷構造組〉の延長とも考えら

れています。 ζの析麿色発生はか

な担古いものと思われますが、議4
10万年前とい

にも動いて治D、活訴すと

性格を持っているといえます。関

崎にはいたるところでロ}ム溺噴き

切るノト躍が認められますが、こ

れらのいくつカ功止大祈層に平行b
て法っており、 f可らかの関連を示

すものかも矢口れません。

民お尋ねは博物鍔 (33-5111コ

j 

j …22~~ 
f 私たちの住む土地は
tいつなろどのようにしiーたのでしょヨ
か。自然に触れながら

i そ白生いたちを考えて

jみましょお
手

i 

i 
i 市内、酬の台地は、制約に
;ーから続く…伊鯨
台地と呼ばれています。 ζの台漉

の地表は、ほとんど富士火山から

;飛来した火山灰古明記してできた

;いわゆる関東ロサしか見るこ

とができません。したがって、伊

j勢緑色地のおいたちを調べるには
令書匙吟戸などの7K-]J:;/グ資料にた

jょ……岡崎小学J佼のオミー1)ング掩棋に
よれば、地置から害者さ18mまでは

;ーであD…m慨
石康で、さらに下位は砂層となっ

ています。にの砂層は約13万年前

:……一層と呼ばれ、モの上の穏石窟は吉沢ロ」ム層といいます。 ζれらの

地層は、吉沢や土軍では台地上に

j見ることができます古久岡崎舟近jで問的吋が岬阿川
ために、地下に埋没しています。

; 次に伊勢原台地の沼のへtfこあ

jる丸島付近をみてみましょう。齢

お
母
さ
ん
方
、

ζ
れ
に
似
た
よ

~
う
な
議
緩
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
と
白
蒔
、
も
し
己
主
人
が
「
朝
か

む
ら
た
い
へ
ん
だ
な
」
と
、

ζ
白
県

市
山
さ
ん
心
気
持
迄
理
解
す
る
長
つ
な

所

ζ
rぽ
主
百
っ
て
く
れ
た
ら
君
主

税
だ
っ
た
で
し
ょ
え
き
っ
と
異
さ

膏
ん
は
、
は
れ
は
れ
と
し
た
気
分
に

教

な

D
「
乙
れ
か
ら
は
、
も
ラ
少
し

余
裕
九
ぜ
も
っ
て
や
ろ
う
」
と
い
う

朝
の
あ
わ
た
だ
し
い
酔
尚
。
朝
気
持
ち
さ
え
も
、
生
す
ま
れ
て
く
る

貴
白
準
備
に
忙
し
い
と
こ
ろ
へ
電

ζ
と
で
し
ょ
う
。

話
の
ベ
ん
が
鳴
っ
て
い
辛
ず
。
隣
お
母
さ
ん
方
、
も
5
一
度
考
え

り
む
へ
や
甘
ほ
赤
ち
ゃ
ん
が
早
々
で
み
三
わ
さ
い
。
子
位
さ
ん
に
対

1
ギ
ャ
1
泣
い
て
い
ま
一
一
二
二
一
一
一
目
差
し
て
、
と
白
色
主
人
の

す
。
ど
TPや
ら
お
む
つ
究
ノ
一

¥
F
よ
乏
に
ふ
る
ま
っ
た
こ

が
ぬ
れ
て
い
る
や
μ

械
に
ゴ
J
F臨
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

い
白
書
に
要
。
れ
一
二

hMP害
毒

も

子

供

苦

ば

な

ら

な

い

し

、

雪

主

宝

7
1
に
、
毎
日
靖
い
っ
ぱ
い

ゃ
ん
の
お
む
つ
は
か
え
き
ベ
れ
レ
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

i
ヨ
ニ
若
う
ま
可
安
吾
な
か
っ
た

で
、
結
局
、
台
所
に
戻
っ
た
時
に
り
、
や
る
つ
と
し
な
か
っ
た
り
、

は
、
自
宋
活
き
は
真
黒
こ
げ
ο

お
母
さ
ん
の
思
F
よ
つ
に
な
ら
な

「
し
ま
っ
た
;
?
と
思
っ
て
い
る
と
こ
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ろ
へ
、
主
人
は
「
目
玉
容
と
も
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
、
霊
的
な

満
足
に
で
き
な
い
の
か
」
と
皮
肉
こ
と
に
と
ら
わ
れ
、
感
情
的
叩
L
な

っ
た
あ
げ
く
、
食
べ
ず
に
出
か
け
っ
て
親
の
要
求
を
唱
、
υつ
け
て
い

て
行
き
ι

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
「
だ
ま
せ
ん
か
。
も
っ
と
、
子
飲
安
置

い
た
い
朝
の
忙
し
い
時
に
、
電
話
か
れ
て
い
る
状
況
を
抽
出
解
し
、
子

を
か
け
て
く
る
人
が
い
け
な
い
ん
供
の
気
持
ち
を
ラ
け
と
め
て
や
る

だ
」
と
思
っ
て
み
た
b
「
私
の
忙
と
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
さ
を
J

ち
っ
と
も
わ
か
っ
て
〈
れ

ζ
か
長
子
供
の
お
γ

る
錨
』
も
伎

な
い
」
と
、
す
っ
き
り
し
な
い
気
ま
れ
る
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う

分
で
一
日
が
す
ぎ
宇
レ
十
、
か
。

110 
mにも達する深い谷が鰻されてい

ます(5l1I番線〉。ζの谷があったこ

o巡密日程・7fl16日(:1::)平塚工業高校/208
〈オ()平塚市中氏護協/308(:士〉日産主車庫/8

月7日仁田〉午前南原公民館G脅際地区自治会〉

午後松原公民鎗〈松原地区自治会〉

ー一一一ーや一一一一一守一一一一ーや一一一一ー

や<>0ご協力品世がとうございましたOく)<>

江南高校99京、横浜ゴム737本、 大東イむとお2本

横浜エイロクイップ44本

丘三手ジ-1'等宝生い棋会で衣し

よう部を聞いている。

平塚市写真部会の協力で記念撮影

もできるe む利用を。

市内の美容師がせジ弐」に出向き

お世話する。

。市民センター事務慰 霊聖書吉 (32)2235 

受付 盟時c-16時30分休館自伝週月曙8.祝祭臼の翌日
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